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●ずE谷由比で新製品捌先　●議員の而定数減を

●横枠ふるさthルタ草生　●比Jl:(児巌)委員改選19名決まる

●歳r,･歳女インタビュー　●第3回標沖町児童生徒アイデア作一冒･展

サケのふるさと◎
標津橋から見た朗Ejは美しい

太陽は､いつも乗から昇り､西

に沈みます｡いつもいつも何事

もなかったかのように繰り返し

ます｡

標津に住む人々ガ町が未来永

劫栄え､続きますように｡

月号No.231



年頭にあたって

標津町長

小田桐四郎

ございます｡

叫氏の皆さまf.けましておめ

でとうこぎいます｡賊後川- `勺帆､激し-変わる川の軌さの小にありまして､ひたす･;発展の少みを縦けてまいりました郷-標津叫か'明けて昭和･ハ1年の郎布を怖さまとともにお迎えできますことを心からお･):び申しあげますD

昨年をふり返ってわか川`卜`帆紀までの残す

- `川.=血は､地域別公'(:柴'〓改まとのあらゆる分町において人きな鮎換を迎える梯めて人小･Ll･=7にあるといわれ'まL,`

んでは､地ん紺折はT分=･=鮒の叫代が縦-とー洲されているよぅにへ地域を耽りま-耶境は和も坐わらず厳しく国鉄根津線の存縦川越`つをとってみてi紙前かつかないまま人-日にやっておりますし､堪仲);業であります㌫業.a.iT梁左かんつ-向-濃t･;.軌でにありましても構造的も小批囚√と相まって八･後に判るい伸か+.ll鵬5-を見出せ･ないままに仲移をしている別状にあります｡

人'多.Tの懸雀てありまし

た｢燃相川さけます滞番地"収｣が･.化成し糾しいり=;施ル収として機牝を例始しておリ'また文化〃T.Y=の允･.人と勺は端境の巾-に大きな托判を抑[て･1日には｢卜小池終末BJ即場｣か㌧化成し祁仙川を始めさせていたLJいております｡加えて｢まちつ-り化:｣と什FIHけし過爪と別;也による抑LJ･LL 4兆鵬の力向を叫比とと･Jにつ-り〓そうと｢比津叫まちつ-り桝==州｣　の恥･七に
ySfをし成紫を‖て叫1-　;

に流会にー付させていたi,きました｡策･.止にあたり小目巾もご瓜LJ'こ拙=をiSムせ-たきいました叫1i7行付のこ協力にあ･;た

めて心から感謝を申しあけますC

新しい年に心して叫代の大きも制流として州際

化､=川脈化'hl純化の旭か碓･:,,に地力にも及んできておりま七このような状況卜にありまして-;いー弟をいつまでiれていては郎しい碓州心は1まれない-明けて昭和∴卜.Tを私は｢g･.irもる仙進の1｣と化:>=つけまして､ケ叫に少しでも余力Sあるうちに･L'に足昭の低いまちつ-り〟とのサ乙から先述いたしました｢榔津別まちつ-り糾い州｣のスタートをこの川日から｢･止させていたたいております巾

q州では'｢舵津川魚-公相方

ムイチェ′フのり)の姐"こ.r鮭塊と糾軸の刈g=悦郎菜｣乙と榊Tの糾此拙琉if,盤する人規枚,/小米も捕り込んでJjりますか､これらのいわばハー-(巾り)ち.日収施策に〓をと･;われるのでは･Li-､紬'九･′叫'牝5'槻叫=･ '川村榊といった他線の軒端の小てij令で;えもいものを人叫にするソ7-の施策か瓜つくことかまちつ-りの仙止でもあり'そのためにも〝　-　川紀をつ-る八つ-り〟を念州に'二言=川か/日収の独り川代に終

))

ることな-郎′1榔津川-をMl比の竹さまとともに築きあげてまいりたいと念別しております･

とは申すiのの朋政心情をは

じめ加越が山桃しており前途に火観を胡されるJのは■叫なく怜しい迫を少まま-てはキクjいわけでありまして､ために.∩政..S動のすべてに叫比伴さまのご協力を仰-ちかで'即日身も厳し-e=し〝′日収改小の即日んもど内政面にあってもの断を,山るつて厳しい糊代に処して′‖くli,えでおります｡

Iの始めにあたり一州仁を申し

あげさせていたLJきまLi,か､丸文に…. -1び先取の′刈慨をもって
H心いを新たに叫は71机の向-に微力を仙けたいと与えており叫比の竹さまにとりましてもilヰノ-　勺か爪へに希望に榊ちi)新しい勺に与]れますよう心から念じてやみません｡



あけましておh)でとう
解本宅62奪　え旦

}

年頭にあたって

標津町議会

議長菊池十一

叫比の竹様には､いよいよご

健勝のうちに､抑らしい牛を迎えられたことと心からお･:::び申し卜けますD

叫比の竹様には日ごろ叫.日放

の抑進､またZ=流会の迦f.::.に対しまして岐かいご指埠と､ご脱力を悩り改めてけ-お礼を申し-けるところでごさいます｡

川内外とJに綿横堀境の悠化

に;い.仙川化のとほしい=勺ではありましたが.¶:1において

は汁;_勺二茶目の卜水道が`次伏川川的されましたU

またT:I一l)'=Ir椎柴の1つでも

ある〟さけ〟溌搬確保のi)めの撚津川さけます柚稚･C並施設か拷-し､日本`の小作地地として}:兆した記念すへき:でもあります｡

い東本叫では'糊代の測淡に
九妃的に対仏しながら.呪.. ･人を兄秘め､稚拙の叫他州を校如し､それを山人脈に1かして､11水

の拭けMの理州心像を求め､虹に

ー　川礼をめさす糾らしい撚

i IEまちつ-り抑山川が軍.止されようとしています｡

火則化する綿析小33と､他郷

多純化するHHiの公望など､胡
･.爪に多鮒なときにあると‖心いま

す｡

それぞれの‥帖濃の批判､ZI.ii

の1t･=の向- '教わ'伸輔.文化の九･.<､よりよい細別施策などを抑HIZのちかでその此竹を
.り`て.なけれはなりません｡

私とJ議会といたしましても

-;勺のパ州でもありますので､
鮒心の〓瓜をはらいちから､==人の努力をしてまとめたいとサえているところであります｡

八･勺こそ本叫のより　屑の光
鵬の隼として'減S　川虹に努力を仰ttT.11する何〃であります｡

叫虻のみちさんJ　八･勺　で･ご

利他でご.･=排されんことをご祈念申し-けますと=へに､山`朋のご理解と､こ協力を11貼りますようお鰍いいたしまして､新年のごあいさつといたします｡

-秤卯は洲ではり､･;;ではポウと

岬び､-･Yの川布目でウサギにあたるo　火の人的を‥い1　1
･州･ハ･=1ころの･= I別をも=う｡

わが州では卯と=えは卯の花

うつき(ユキノシタ科)　のことを川心いうかへ　｢卯の花のにおう山根にほととさすはやも米収きて･｣　の歌にも出てきます｡この化は日経刑の･LrHい花をつける洛柴低木です｡標津近郊では見かけないと心います｡これに似たノリウツギ　(同じユキノシタ利)ちら湖りけの多い-;地にいつはいあります｡サピタの花といつL)んか解りやすいでしょ
I/､ノ

また､j偶のおからを卯の花

と‥いますが､おからの‖さがウツギの花の〓さと似ているところから九日けられたらのでしょうかC



F　おめでとうございゑ1.

年頭にあたって

帆即｣農芸I釧‖J糾付

紐合長理事　吉田　　昇

付目叫SlEn梯　川けましてお

めでとうごさいます-〉iL ｡仰･:I lの郎作を叫比の竹様と=仁他やかで､心糾たに迎え･りれiJ小を心か,]お畦び小しーけますハ

さてへ=1を雌りみますとき

Hの締約小情i人帖ち日日川'-ル人　　力'公･止む介も粘性にわLJり=L､けきれY l=JG･では=川も帆卜し丈､爪印･L～拘佃においての桃はいに刈し.州･化物仙ほHII址に<り　　㌦‖-Jト淋し

ています(

<'札ど･J帖=1:幻.;にわい

てi食肉仙柄は輸人外日はあるJのの.=桝の伸びに女､そrj L堅朋に州移牧しましたか､孔製‖州については･=畔bFの企1爪の多様化ちと細々の紫因から･=竹は化州仙し'このためり孔の=-;1
)Er孔仰の人仙ダウンを強いら

れるijど撤めて3:雛なEj7境卜にありますc

T紺人目も､このような状批の

･Jとで礼艶=Wの･=珊船人に努め
る小'叫はの竹様にもこ理秘こ他力をいたたき伴-お礼申し-けますり

こ小知のとi=り､北が回の食

;.〓拾やは･t<印､勺々低卜しておりますが.仙如実は1Lmに小･T欠もHNの企相を七･:心的に仰保するという小人も柁別かあり､叫に日光たけの祝･=.;で綿折へ-スのみを巾祝し､他･:;濃と叩純に比他日氷るiのではありません｡

しかし､出光といえどl紺柄

の城川をTg=祝して紺-).:･:〓来るものではな-'本勺において-J'このような鵬しい状勢か靴くJのと川心われますか､八･枚ともl･;コストの仇減､紺i=･:托術も

と　この;側を逆に如機として促-え､別･=心-人をこらし､少irくもにC怖=LZに刈仇LHる=j順の低い酪=L:を目指し､乙お　桝の努力を他日-して参りたいと考えております｡

T納付iHー九勺'･ハト勺に

わたり令幽仙叫　1t･=･;T緋を抑築し､釧八日=;はもとより'･=sJ～
i;の竹様にも'よりTT(く､より

艮いりLm物流の付'約と､Xt　令融窓日においてもオンライン化乍川ネソトワークに加批するもピサ-ヒスの向卜に努めているところでごさいますC

私ども､既協雌,i:･:に拘わる満

として地域に仙ざLt　納入日‥日はもとより'叫比の冊様とも朋和を榊り親しまれ､い槻される=LZ協を目指し本叫の恭幹催業のっである;LZ兼を油じ'椎柴の光腿と捕災ある叫つ-りになり致したいと考えております｡今後とも:l山外位のご指導こ協力を賊りますようお榔い申し卜けます｡
=批後にもりましたか叫はの怖

様の砧々のご健勝と糾し-.迎えた仰和･ハト`勺が稔りある･>多い1であることをお印念申し-け糾勺のこ挨拶と放します｡



あけまして
丁一-こ∴I L　_∫,

年頭にあたって

帆柑(し菜l釧1胤でナ

組合長理事　西山　吉二

雌f;叫のみちさま､抑勺叩け

ましてお日日とうこぎいます｡昭和･ハト小の桝やかしい糾瀬を叫.iiのみちさまと=ハに能やかに迎えられました小を心からお嵯び小し-けます｡

さて､ー_-勺を蹴りみますとr
洲を-廻る{･3放ち日高により､そのマイナス効米をL;_接､附接に彬郷日を一;:*け迫内の:･状丸は.段と:3Sまっており'漁濃においても日ソ拙文交渉による北汀漁滋が人=幣をっ.<け､別SI漁唯:I:･の加減､それに什う減船･.そして;:川による仙州価･lなすなどにより

i=悠化の桜川を化せておりま
す｡触.七符･<;においても乗約日のr:川の川越は勿諭の小､細入=雌･杓が机柚にL_-たされ'職Hの大仙i=州が余依なくされており

)

かTで紺的LLJ小のない功･Sに鵬しい==悪の状況卜で糾勺を迎えております｡こういう舶しい独文収境卜にある中で'T紺4日にわいてはホタテを中心とした根日独巣あるいは'さけ定FLiだ濃か叫をはじめ側係給付のご指やを11捗りまして仙朋に州移しております小を如心より感謝申しーける次f=3でありますo

仙川梁収の人･.Sをなすホタテ

撫濃は､探爪小葉が帆迫にのり仙朋に小城されており､M勺は過上目■11=川の川千./を漁挺する41ができましたoむに本牛度からは念鰍でありまLLJ5Tノの小松が確立され､この小農を綿棒的に抑過して参りました歴代約4=止のこけTl=t=が'ようや-I. iqを
拙,山水になることかできまLiPこの水菜を.〓うにあたり､毎牛多くの叫蛇行位のご協力を賜っております小に対し'あらためて感謝とお礼を申し卜げる次節であります｡

なお'さけ･:{F.独文について

も側係機旧のご指噂の卜に餓梅的な蹴爪~仰保､あるいは'ふ化小農に努力して参りました縦=<

=勺に紋-州U漁となりました｡

この処理加｢においても多-の

人々のご協力を順りました小を巾.=てお礼申しーける次節でございます｡今後ともむに:門の1/い　″允ー〟をつ-って′〓-様努力する柿んであります｡=Y-は､:-の多人なるご代､力によりまして､節　付さばき施ル収が㍍成し'鮮度保約は勿価のこと滋止しLJ榊さばきが叶能となり､約4;‥H

H･}:ぴにたえない次f=Sであり

ます｡こうしたZIHi終位のご協力に少しでi紬いるわ､ホタテ･さけの即売会を･.<施しておりますか､今後も続けて参りたいと〃じますo

約八日は､益々資澱維持糊人に
努め秩序ある棟菜と過11ミな資源配分を.汀ない､漁比の小柄右左に努力するとともに､柿範あふれる剛づくりのため親人目的､役職S`体となって努力いたしL)いと存じます｡

E=比のみなさまには､漁紫苑腿の劫､より　桝のご指や､ご鞭樋を牌ります様節にお鮒い申ししける次f=Rであります｡旧制
･ハト``叶もご家族とiども､結

々ご健康で･li(りの多い良き叶でありますことを出心よりご祈念小し卜けまして､新作のご接拶といL)します｡



あけまして

おh)でとうございます｡

年頭にあたって

腔iFrulJrlu公

会長　後藤　一郎

叫比のふなさまへ　糾勺あけま

しておめでとうございますC

ここに応竹にみちあふれLJ附

利人- 1勺S耕作を迎えるにあたり､みちさま人のご紫J).<とご
.=恥を心よリij締り申し-けま

すU

灼-人山拙･).;についてはγ裁判

も･;ぴに倒休機側をはじめぶちさまの深いこ理附こ協力を畑わりり-悠淵を申しあけます･

叫1をれみますと､　次LT光

の付川仙にともナJ,T魚価.1･<　礼佃朋i= 'また川のノ〓=此収小言

瓜とした回鉄概津級鵬=川越､
･).;林押紙塊人目糊=1.そとに日を

向けると〓=川-ル公による仙川の小伽と小批速･iYは変わることち-､その流れか･.r脱山することは胡茄に仰かし-､我々をとりま-瓜境は八･枚i如しさを耶すものと考えなければなりません｡

これらに刈EJするには企業箭
個々のn助努力もさることながら払い地目の力か必敦であるとちえられます｡iyいETにおいて

卜　帆紀を目途とし｢標津叫

まちつ-り郎別両｣を策よされたことはきわめて峠･:日を郎た･Jのであります｡

本納州心に兆つ-地域の溌糠を

L=した.:7色あるふるさと=E-業づ-りこそか九人に対する粕川心であり､次代を川う人々への蜘ふとももりiCるのであります｡
･'･いわか叫には'拙津川の州

〓川辺には､池火におけるさまざまの;代SHillの他出か災まっていますD

カリカウスの人脱税･Ltt.穴迫

川即､撚津川の糾漁､雌津川-流の怖;3郷､地上から現代にいたる二言地蛾の,卜柴もHt･=-段とHi=端境の机跡と出現であリ

2

ますC

これらに刈して過切ら幣仙を
施しJ　過}-乙交通舶で糾びつけるもどして過71.から現れにつながる勺L;態株を.肌かLLJ観光施策を進めることこそわがEI捕れ化の大きな課越でありMlは`丸とちりこれらに参加して.‖くことが必紫であります｡

･Yい叫内には俊秀なL=い人々
が多数それぞれの分野において峨貼ってi=られることは､なにょりも心強いことでありますo

いま､･俄- '会は地域に密満L

H蛾される帖仏い.･S軌が饗求され､それに応えるべく椀触的に努力を枇けております｡･4小も引続き㈹椎･な情況卜で
のスター-ですが､満に<;外の情勢を兄蝕め'小憩に過人目LLJ絹刈策を桝ずると-･ハに=jt知を縦災Lt　あらゆる努力を傾目し､叫はみちさま.他純米との協調を持とし==託を八､して参りますので本牛iよろし-ご指噂こ鞭比を蛸わりますようお雌い小しあげます｡

終りにちりましたが:-止みも
さまの縫々のご紫米とこ健勝をご桝念Lt.-蛸のこ拭拶といL)します｡



)

｢議員の再定数減を｣
=町内会連絡協議会が

議会に要望書を提出-

来年梓の紙`地力遊学を,1-･ーに
標津肘12=1;会迎絡協議会正目敏　4m)では拙沖剛議会(=R池卜　流山)　に対し､卜`‖卜Hに標津:1践ヘム嘩;の再定数減繋望E=を拙～Jました｡

この柴望t=の托日は､九に;
われた町迎協の役目公で決められたもので'柴刈瑞=の祉日に対し'効池流失は｢前川の準平で

†二名の議‥〓定数を一卜令に

した畔は､二叶もかかり'粁･Mの-ツプを甲つて削減しました｡刑減数を　Jtにするか川缶にするかで怨比が分かれ､滅‥〓(L=‥日で無記新柁E:;した純米､.E:小差で..名減になったったわけで+oLJLJ.これ以卜削減となると地域人目の少ないところは地城代衣を川しにくくなるのでは･｡とにかく誠;判別委日日公で協議してみたい｣と述へましたo

なお､兇叫h=日の内界について

は次のとおりです｡

(柴望=‖)

こ削減〈山浦;A.心秋の･HJ定数減
について別iSHにおいては､川鉄を初

め教iE･=3此･小･L<･独文･税制など終部門において.日収改=}を枇棚的に進めていることは'御水加のとおりでありますo
この叫にあたりまして}I叫を

比るとき'北帥確認である怖=3における1孔のtl`雌朋蚊､鮒池における小級別刑の舛推減及び瓜佃の低迷'虹に公仙比率の叫加に作なう朋政の小姓仝竹･など改叫を兇する謂川越の多々ある巾にあって､明存l<施される統
■地力遊学における減‥〓･社数のI;I:止数減について､小目流会においては既に御検q:されていることとはiSじますか､港榊における住比は減‥目すへしの｡1が多くよる卜.I;二日糊仰した}.仙成合における役目〓会においても川様の･′･ーが人Yを八･iめている状態であります｡

･=]内における地方Hi｡体によ

る満目〓･七枚　-　人の叫　八-=叫のうflI;･心牧減をもJJ叫作の純　地力過半に帆む叫　(-I-;㌔)　の多きにのはJJぶりまして､これをむにTMS人目と川村iVのLLI八ム=のHIjILMの状=3をみますと′心放叫あるいはH･1七枚減と､いずれi卜･ハ人から-八人の･山牧をも(て臨む状況か仰〝仙されてi=ります｡

n'減仝にわかiLましても､}-

叫における絹地の状竹を爪ヰえIT七枚減をもって糊付の純　地ん準竿に枇去れることを切にSl*竹するものであります｡

1.=･,/旧札'



さけとばの本物の味
～笹谷商店で新製品を開発～

山心粗のF-芥E=;帆(代衣神谷
進代)　では'このほと　｢ソフトとは｣｢とは木･.きの　つか川発されまLLJ｡

｢ソフトとは｣は､銚もの

刑を尖らか-加I ILへ･;ハ空パ′クしたもので､トロ火で焼き虹かいうちに食へると人変おいしいものですQ
lガ｢とは本一歓｣は'ブナ

別をソフトとは同機の加-杏したもので'違った地味かあります｡これら`つのトパは､
=批近紅茶さんか目したパンフレットの中の心.｡3たまる文中でSE介されています｡

新製品を手に菅谷　進さん

-　親と子でいい汗かいた

チヒッコ剣士の声が響きわたる
｢コテ､メンノン､トウ｣と

｡･;色い･i､人いいJ- fか鳩ケ一日体im
即に洲=き拙Jたl7i=回iS津21仙犯剣山人へljは'卜　;　-日に

ノ〓われました｡

この人41.は'松川;仏和協会

(‖川桁叫(ムk)S,-仰により糊仰
されているiので'EIZ仝城から山九の選LIか技を細い(;いました:

汁=jH次のとi=り

I;　㌦　Tf.･'＼.:.=Lト.･_:[=,…lr悩順　弥′八･組;　(高統目性

_:I.='

卜　㌧=■し∴_.=p･;.J　川I;付　目･=･帖･,汀E　((SH

艮帥i=H)

忠類婦人友の会(小川き船長)

社会保険庁長官表彰

1(川:MH､釧路オリエンタルホテルにおい

てHitイF食.Jlr菜催艮川作1',火脚ムほ.じか榊,

九､ ･LLl､蜘†汁人JKの会かヰF公f米険JHく･L'f炎.Flfを

･受けましたU

'安杉prr日日ま｢I･l比イF-令小米の･rI/EJさを..忠.級

され､約純をやけて枇極rl'.Jろ, ll目上11令への加

入と保険料の約人につとめJ,れた功紙｣によ

r)､傑良糾織として衣杉されましたo

三…琶:U:≡:班;:三ミミ:琶;h'. …yiミミ:. …ミl'. :i:i!Si'( …iTi:ミ･-. ≡;,:.ミミ:. :ミ:. ':::.ミミ.･. :.i:

8

釧路オリエンタルホテルにて



I. q際すもう選手雌大会に州税した-巾E好伝さん

(北陸製鋼勤務･2 6才)

この人公は､-　‖･ハ日に火

`={両川川根鮪で州仰され､(･川
十九ブロックとハワイへ山米､ブラジル､F_トイツ､アメリカから机鋭1-川川体が参叫北的nJからは､光ほうの小川さんを人目め`竹か川場しました‖

･i火は､川体fIペストHと肘
成約を械しました｡

中日さんはもとより'拙津叫

か､;令迫代ぷ送丁に遊ばれたのは始めてで､八･勺.=われた今池小判利入会(｣順　敗)､全道過-仲人八宗=勝　敗)での好成純

敢闘食の楯を手に　が代衣に縦びついた

ものですo能〃山からTEEIへ来たのか川隼前o州椛を始めたのかl l午前で､=肘初は仰関に授けられっぱなしLJつたそうです｡本人は今回の成緋に消比そうでしたo▼雌沖相接協会では

会‥日を妨放しておりますo　標津刑防?=柴日まで連綿ト
さい.

(℡　■し.IdII九)

南川北
コミュニティ会館が完成

1211 5日にはiJH北コミュニティ会館が'rt:JJk

L､ 20Uには蕗成式かHわれましたo

この会即は､ jL補助食を･受け､総l-Till 1,1

40JjrT]で姐設されたものですo lJt仝J+,J､ uLI]客

室､ fH･Jl'､その他を含めた総両村は､ 97mBo

まだrl木の香りの?,Tミう巾､ト粥係抑ま`ノIL戒を祝

いました｡

新市場で
ホタテ即売

12日2日に標津漁協の糾Il･一機でホタ

テの川りLL会が寺Jわれましたo

このH;,+.;られたホタテは､浜1LIlキロ

44()日のところを39OHで収,,■占.零が次

から次-と,訪れ､ I()トン川底したホタ

テもたちまち･,'占切れとなりましたo



虎捧ふる雲短かレ?基底

二の写真は市販の犬棒カルタてすJ

立25周年記念式
秤剣道誌発刊祝祭会

)川22日に申Jji公LtBI'1.において､ ji1.EfH,剣迫止

!ufilj ;/ 2tjJl川,.Ll念jVj: (,ひに肌畑JJ出川L兆川祝

i"i'ltか日日川■され､ (･()/(.あまりの偶係桁か.,r川け

る小･ ,方lJjLJm'iにJ二かソ;･のあったノJ々のJく彬かiJ

われまLた【一

々+ll.州側'凸,i-.11までは､ /日日】発川,))剣jii,.心(215)

へ-シ)をご席ウ1のノ)に叫イtJL､たしますo

1 mJ 4,()()()H　子Jl域卯川災1;I.まで

標津zT小火公比
h=では｢標津ふるさとカルタ｣を次のとおり駐触しております｡

n分で作った文

句がカルタになる｡なんと裁･:;らしいことではありませんか｡怖さんの¶

=叫をおれちしておりますD
▼このカルタはいろはカルタで

す｡榔津にちなんた文句を考えて卜さいD例　G)くら1.fんでも準ilない

≠ト､州-

▼句令は川いませんo▼`人何{…でも縦楢です｡▼紺馴りは､昭和62勺3日20日▼探川の分には記念=…を差しし

けますC

▼令加そろったらステキなカル

タをれります｡

▼小込みは､雌津叫小火公比鮒

です｡

標津剣道誌

標津郵便局で

払い戻し専用機がお目見え

拙′や.t:=J;･=･:lj郵他局のトップ

を糾って､このほど標津郵他局に払い川L･>川機がお目卑乙しました｡

この機械は､キヤソシュカート

他州のカ〓･'川機石目ー叩位で払い川し)で'イヤホーン､･=…丁も付いて人変性利になっています｡利川__1糊は次のとおりです｡●平日　午前九時-牛後六時●⊥暇　tJ削九時-牛後二伸※カードをお持ちでもい力は窓

は休みですか､キヤノンユ-ドは利用できますD 口でお巾LH卜さいo

光第1.､節　十雌日はわ妨

.I.日1.i.tTf.L.干岡qt　~ J-　帯,:表叫
訣≡斐説笥三枚h'災簸…狐狐疑詑媒染;Rm批染瓢m糊…



コツコツと丸太小脳づくり

～北川北の矢部武さん～

北川北で解=jfを::;む火挑武さ

ん八日卜一歳)は､八･勺の仲か,りカラマツを切り目し､コツコツとほとんど1人で九人を枇み卜げ'このほど､ほほハ化成をみました｡

この小描つ-りは､`勺′肌か

らの梢州心で､みずから州れする
･2_行Il=センチ前後のカラマツ

を仙い､‖宅枕の築山に姐てたものですひ　形は･ハ杓になっており､広さはおよそ卜``…ほ5人日脚段の丁すりには､コクワのつるが巻いてある曲がりのカラマ

町長に50万円を′度す戸田さん

ほほ完成した丸太小屋　ッを川いています｡

中に入るとまず日に飛び込んで-るのか川かりです｡炉の上には丁製の山在カギ大:には畑抜きと'様々なし人がされております｡小川の姓殺伐は､およそ二卜〃日と桁1ttfo

へ縁は､仕所､は

ねつるべを仕った井
`L'ほかに丸太小輔

をもう■桃姐てuHのf･t･=日日パを嘩小したいと‖州少は仏がる一人です｡

)斬らしい聾晶菅ノピノピ
-古多糠保育園落成式=

=Iちに行った保持樹
が尤成しましたo f供たちは人変うれしそうですC

十二;二十九口に{

多糖こぼと保田楓へ坂略せ相似長･倒iJI七部)　の構成式がL=われ関児､父兄など.ijl名が州臆し､落成を祝いましたD

あいさつにたった-=

多軸へき地保田所新設訓戒会止十日目孝　さんは｢古多糠地岨ぐ
るみて取りかかったこの都濃をー供たちを〈･=め坊さんで感謝したい｣と､お礼のl:展を述へまLLJ｡

この後､附児たちは遊戯を披
露｡お付きんたちも負けじとどいL,りす-いて対抗o練習不足の割には仰々どうしてどうして当日は人変楽しい一日を過ごしていましたo

｢福祉に役立てて下さい｣

戸田雅敏さんが寄付
甘　　味　　牡　　牛　　}　　常　　Z一　　}　　鶏

12T日3日にJ･Hl雅敏さんは､

子'XL場を..JJtL､ ｢礼IllLに千隻.'r_てて卜

さい｣と社台Lr.1.ネzl協日並会へ50))

Hを一缶附されましたo

ll



114点が出品

-　‖`卜八日から卜.;〟

日まで標津町小火公は餅において'節`3:雌津町‖ル什?･生祉アイデア作LlW展が閃休されました｡
終学校の児C叫･生徒からのH

UW点数は百卜g:点｡先に=われ
た解人目会で､九紀の観点から判別珊八点､焚励耽卜｣ハj=fが過はれましたo二村ツ的な由が作目…に作かさ

れているか
､造形的な佃が作目…に半られ

るか

:.作Umについての発想(q想)

はどうか
こ　地域雌柴に役･爪つ作=州であ

るか
'作U…に鏑品価伯があるかこ作目州に未水性かあるか

農協組合長井｢牛乳パックあけ｣

古多触小3　清水　信吾-ん

●1孔パックを丁で糊ける･= J･.-伐はもちろ

ん､人八でも人変=･=労しますCパンクの土に取り;けてあるヒモを引-たけでバックが糊-のは人焚仙利ですo

●lll.'姐のエプロンにIr丈りはずし‖川巨などニー

ルをつけることにより､水イHiにも使えま

す｡きっとお吋さんのHr拝を見て考えたの

でしょう｡

12

小心知小5　葛西亜希子さん

町長懲｢パター作りき｣

rJl名札k,)､2　清水ひろわくん

●コ-lヒ-の'<手話:主のrlTに-T勅IT:で廻すプロへ

ラかセソトされていて.小さなノ)で′1礼か

I,'､タ-を†1ることができますD

lfl-多糠小6　佐藤　清志くん

教育委員長賞｢ボールコンパスL

コンパスに使っているエンピツのしんの変

わりにボールペンを弟し込んだt=けのffirlji

/Jl物ですか､なかなか鮮やかなll]がかけま

す｡



3回標津町

●コンパスの　jJにカッターのJ)をIf丈りイ･jけ

[▲IFIrにl■はり]ることができます0　人射出利

なものですo

雌トtP,J､5　大島　新人くん

町議会議長賞｢風　鈴｣

●ホタテロハを仙Tた瓜鈴です｡U,'には鮭と北

山紬-の絵かキレイに揃かれていて'雌祉叫の　=`[…にもなりそうですo

審査風景

千位の中にミニカイロ

か11丈り付けてあり､こ　　滴

れなら冬でもあー,たか　言

そうです｡　　　　　　　ん

撚川中2　浅野剛巨くん

･r･別′ト2　　　　る

下栃棚　誠くん　　テ
ィ

ツ

●　　●　　●　▼　　シ

モ.逝　き奨　f
リ

コLE･'f作空励
ン　多　う

)ォi　触　し　小

品ぢ　5歳賞
機

●ティ　ソシュの術に､のぞき窓

がつけられ､ティ　ソシュの減

り)jが1川鎌然D

川北申3

●･=7剤ぽこ

#多糠小1

●州==ブソクカバ-

川北小6

●禁煙灰札

苅別小4

●とりi=1し簡叩カセ

腰LIE中2

●かくし金川

=ルルhrl

●スリッパかけ

派別小3

●山とり

‖ルル.‖_1

●忘れ物カート

標津小1

●勺コミ触り機

標津小5

3.Ir u_-細田美奈子持頗　郁子小切ル=…山犬LI仙･LJ;いJ-;;=IIH-嵐絢一ットラック
山lG悦　煉之

水本　　忍中野　佐津～--　-;jJ
小:L]崎　犬徳

舛仙〓　｣心朗〓＼㌧

●日を悪くしない座ふとん

坤　　什
l～こl　　雌

帆　　Lrrl

代　　栄

蝶津小5　　令‖

●シー-ヘルトブザー

標津小5　　加膝

●n分ではける-つ

占多軸中2　境

●あわの出るスポンジ

北棟f=t小6=:i柵



19名決まる

お気軽にご相談を

●川村　京子さん ●金田　紀子さん

什則‖仙了に¶い､比〃･=化小

委=日か改過されました｡

比小･氾‖=～黍=;は､杵さんの

1.州に側する州減へ　心Jj･i･;:･Tの竹さんS和紙､-とJbに関する州成ちと困ったことや心付,)とiJどについて州消雪′ぺけ.日収とのバイフ役としてt･=勅するiので､nJより食鵬されています｡

みなさんも､とうぞお‥刈帖に

こ州紙卜さい?(地区ことに決ま

くi岬地r姓)　　　　　　　くftJ l''l矧メ)　　　　　　(ill ､L,,J也は〉

桜木町　　　　　　　　r土毒炎,i-.･i.ト　　　　　　　　Hl茶話川

●馴山　ヒサさん

●早川永一郎さん

●戸沢　龍雄さん

(抑■'1地Iメ)　　　　　　　(抑1,7地rズ〉

川川･lJrJH r u]の一部　　　　小PT･卿)･^riヶ刑の一部

く糾､Ⅰ'･地rメ)　　　　　　　くiFl当似ろ)　　　　　　　く鮮L,.地E3( )

北燃料剛ヒJ,T珊　　　　IiRA･k･新井多糠　　　　.3,多軸.酔北･山】多披

●横木　守夫さん

く川､11矧メ)　　　　　　　　く拙当地区〉

f㌫ヶr了M卜旭MJ Ti　　町

●矢吹　美保さん

また'人1回の改選に伴い'舛

雌俺勝さん(紬剛)村卜仙貞さんへ仙北榔津)　船チエさん　(州別)　の　和か退化されまLi)okい川､どうもご=･=労さまでした｡●大山　定雄さん

●千葉　　元さん

●菅野善太郎さん

●今井　三大さん

くかいr'11也lメ〉

叔虻田｣･鵬ヶl川の　伽

くiH PIJ也rメ)

′LE'.　蛾

く柵､L'lJ削3(_)

火川北･Jt.川北

14

:LJut:･=九日1 -.李日がおります)　●頬瀬ミサヲさん

●笹谷ミチヨさん

●下山　一夫さん



●梅木　芳子さん

く抑l川肘〉　　　　　　　　く抑J')池Ⅰメ)

1!TtEl,多肘馴卜棚卜川　　　　　　脚) ･弥米町

中野(美笹子)さhJちの
やすひさ

誉久ちゃん(60 1 17生)
字伊茶仁◎

●高桑　吉宣さん

fl宇久くんは､すこく塵匁Lが1追いです0　人舶Il

リ7LjJL,かはま一,たくしません(,テレヒも人:jJ'き･

rJ,･かあさんとい-) ｣と｣をPFJ;こんで比ていまllL,

5,.J～Jさんがヒアノをひいてと‥:)とちゃんと

ひくんですよ｡ TをたたくこともできるLパイ

ハイももう少してできそうですU

射i漁nlI)をしているので､ 5,t父さんは跡紺二

J州)しています｡おりさんは｢側紬でノビノヒ

とf†ち､糾かい小にこたわJ,ず,lilく′Eーきて紙し

い｣と.LT,していました｡

15

●小川　悠治さん

くfTl",l仙メ)　　　　　　　　く抑【り也lメ〉

脚い抑廿Mlの　LrFS lい末叫

よる- `‖九日･1日に川‖カ

ン検治が1人施されましたC々冶ネ数は'拙津･川北地区八日かせて八卜日米でしたG(填治されたガこく7?つさまでした｡)

受冶-Tのγ均:令は:卜･

寸でしたが､年代別測(=は図八のとうりです｡やはり倒き捕りの川卜才代の方の項_合が　芥彰かつたようです｡

役場保健指や係では､　卜:

Air,;-の収入のん々に　で-　い
い目S柏冶モノJJけていたLJ-ために､人三治のんへ､ハカキに上る仙人油川｢を,<他していま

'･･. 1日J i:-.･]■.//..I

んは､また来:も糾8,=して'ゼ治され･Llかノた力は水1Tにはきリレ凄治することをi1仙めしま
･　　JI

冬の胃ガン検診終る

く受診者の年代別の割合〉

●奥　　道代さん



idJulr,卜r''校r'11 ′1-

植木　広美さん
(Ill'川Ir'()ll 9日1.川/J )

の/､レ-ポールの練習で忙しく

遊JFTf災もなかった

(敦のん'jucLl′l桁

(釧;｣は釧路にいたか､もの心つ

いてから概.rHI■にイiんでいるの

で1宇みやすい

〔】)rij:路に満ちているコミを拾っ

た:)もっときれい/lPIjに7Llる｡

(.[')また沈めていない｡

川･Ilのl怖出'表

し　笹木17:_勝さん
(ll/榊Ziト71日川′I )

m体のLi合か良くか､ので1追い

イIたったとは‥えか-

⑦わがままで少しぢえこむJT′1偶

Q)ここで′lまれて､ここでf卜,

てとてもTlみやすい

(11もう少しJlltかtGLllIJに

(D少しでも柄'jtの州如ゝ

今勺は兎1ですQ M･<;に=む

十　歳から八卜川戊までの兎勺1まれの人々に次の･L6うなインタビューをしてみました｡(インタヒユーのTE芥)①MtLLLはどんも斗でしたか②;1分の性桁③標津は住みやすいか④標津のElをどうすれば山いか⑤将来の‖楳

･mIJで1/r膝E糾,経つ;i

下栃棚　寛さん
(Il714日2()1r l川17日'I )

〔ljJ,'iを新築LてのIr､イHlに

スポ-1/に1しい､イF 7T,た

(訓,-'JF/ ti件格

C3)誠｣1抑小.PIrでイ】みやすい

(/1)糾jLろ｣tりE也よr)も､ JirL LL-IZり

越から丁拙卜けてほしい

ルでも旭てたし､

黙止irjで油菜を′lz-i.む

本村　順市さん
(LfZi'榊1411 6 71 5日'L)

①イI Lliの面では1追い牛でした

②′衣艇rJ,)ではわがままな性格

③住みやすい

④l末娘機槻の捌Il.I)と子1. 11の就職

先の確保

⑤今勺のような漁牲:11がこれか

らもあってほしい

歳男･歳女インク&.IJユー

拙戦ィ. T令4,77,日r illl･. h朋芳

山口　晃代さん
(IV細.i約4H( lL/1)

〔DあまりIlく7llか一,た

②わがままな･rJl柄

③巾みやすい(L′1然に,LLr.まれて)

④働く場Jrjlの確保を

⑤'Z'く9,.r.輔したい
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まちの

川.lLの桁だi'ろく

桜井　-一栄さん
(人目41ト17日.r,II E)

ci)体をこわしてしか､､あまり

11い､11ではなかった

②f=まってじっとしていれ7LIt､

J日柄

③まあ､住みやすい-JJ

④いまのままで山い

G)他日木(化)をLflかLl'1く′lさ

したい

riモlfl多軸にイlむ

坂口すゑのさん､､J
(口朋約611 3 Jj25日/I )

①いつもと変l)ない(健康llliに

おいて)

②気が細かいJJです

③住みやすい

④別に考えていか､o今のまま

でよい

⑤健懐で長生きしたい

等

声･声･声

率
佐賀　淳悦さん

(u((..灘)

｢イワナ｣

に想う

過日､;サバ･=7代の女より一州

の糾-=が届いたo帯芯はi=川校教伸として近火に赴付し'新任和もなく川僚に誘われ河川での〃釣りに熱中する｡そのうちイワナの批点か当鴨川で日､小心放川で赤'雌津川･伊恭仁川では井と‖とが共巾することにY小目する｡そして､この地方の山野でくりひろけられる別人な｢イワナの謎を追う｣(汗i=YTCでもある)ことになるo

戊は茨城出身で今は山里机でM
鈍行に勤務するo標津川･伊茶仁川を舞ム日にしていることからこの1=を送って-れたものらしい｡9;省を見て驚いたことに花々か標祉高校で什物を…γび抑付にもなられた石城九竹である｡そういえは､{畔'先付は我々にもイワナの釣り機を｢叩ねておられたことを思い出す｡

伊井上川で氾竹する日と非の

斑古…の1砧勅のイワナの謎を追い就け､それぞれアメマスとオンョロコマと呼ばれることになるイワナについて､州川の旅先に北つき多角的視野から解明を試みられ人変興味深い｡

我が家の二人の息イもー時期に

なれば仲間を誘って始終魚釣りに帆ハじているo家を一少fHれば

収穫はともか-釣り機に凶ることはないo早速息子速に得絹として械点の色の違いによるイワナの迎解きに及んL)Q

叫おこしか叫ばれて久しいo

随所で熱心な読みがなされているo帆発会議の■‖只となり仲間と共に剛つ-りは八つ-りからを牒梯し暗中模索しながら討議を続けている.北は臼分速の町の現状を認織すへ-施設妃学に取り組んでみたo

ヰいにもE妖小環境に怨まれ､

求めさえすれば外棟情報はいくらでも人寸できるD n分速がーみ縦けるこの剛に'キ乙られることを杓つL)けでな-械触的に求める姿勢の必製竹を輔感するoその仲間づ-り･人づ-りの輪　-が舷がりはじめている｡



らせ

+,uII糾榊｢】

紬/fM'; ･イI lけ･機械加工

利巧　6利

_根/機械伶九･板令･鉄J ･

･懲装刑T,t　21科

+ ･空目'IJ琉櫓

'大箱紺旅のあるJI

(一級凪.芯のjJは､溌桁の条作

がありますのでリーフレットを

参｡11[日､さいo

1 7)1トを標幣としますD

●一安..#料

紙/H,()()Orlj

二組/6,000m

●杓　典

修r抑二は､技他検定亡;'科試験

の免除

-　●′-2付則問

いつでも,受.掛Il L込みを受付け

ますo

●申し込み光

〒162火京都斗込郵便f"')私~非職

節1()9 I-;;

職業訓練大学校委託

通信訓練恥狩センター

Te103(232)4978

●rZけい介わせ

〒084釧路市大楽毛南4T L]5-57

釧路技能開発センター

TelO154(57)81 14

)更.#案内･申込空半をご希望のjl

は､ 70FTJ切手Iriは寸のうえ､ f二紀

センターまで申し込んで卜さい｡

除■iのシーズンかやってきま

したo

除目,作濃にあたつては､ ･ju.史

を13jJJJ L､冬期交'Luの`/{'令を仰

1米するため､次のことについて

ごrh,ノ)をおMLL､ Lますo

>路上馬主革

路_j淵1f･により､ IJ;J後に･l,か

タ曳り､除■TTri Xにil相を米たす

ばかりでなく､映り;のけや夜目lu

では■｣和文につながりますo

lEむを寺■]ず馴小する域合は､

･jr.旅などで既′六して卜さい｡

>排雪時の地元協力

抑f,'後にJii根1,路地り.杏.,f･.

す例か多いので､抑r叫にJ.,川!]-

に'Frr.すようにo　この域介､歩道

より巾jillJIJlにTjA'を出す地IJC比の

人力による協力をおJ,f.LtL､Lます｡

>スキ-･ソリ遊び

i附JLIjの州'■,の隙で､リLl.･lLかス

キ-､ソrJ遊びをし､ :;,､に雌J

にとび出すとIS,irl川,との･iL故と

7lj.るcJ)で､ )iil格1.I,]辺でのスキ-

ソり遊びをさせろいようにLて

rIさいo

>屋根の雪止め

Iii≠rI】がIJihifi仁にl'1:撚栴卜し

人命にかかわる川,l{fi,Uかあるの

で､ Iii他に'I.■｣Jーの川;irr.'をするよ

うにして卜さい∩

>道路の不正借用

Lit雀､ ImJ.･.75:との肘F.･のかけ

にrlf]J--　'L"J一物をィ､Jr放岩'iLてい

ると.除■f.'作灘で41iT毎する小か

あるので､ィ､Jl lJ欠;;'ほなくする

ようにして卜さい｡

中小企業大学校旭川校
章李の研修テーマ決まる

+テーマ｢lり■l:訓を代の縫付脚各｣

-小文多川化･新JJJ野進LlrL.の

すすめ方～
･対象名/rTl小企業の経･u･名

･左　Lri/40名,

･期　間/uli和(;211 2日17m(畑

-18日(水)

･受紙料/15,000日

+テーマ｢CI手法による榊店

街の活性化戦略｣
～効果rl'.JなC I導入jJ'法とT.B､

用一

･対象石/商店街の役Ll･リー

ダー及び尉l合il

･左ii/20名

･期　間/昭和62年2日23【川)

-26日休)

･ ･受講料/20,000円

●テーマ｢しい小企業におけるC

AD/CAMの捕川は｣
～パソコンを倣ったCAD/

CAM-

･刈象を/中小魁造光の符押省

if.L■･: TL'[

･定　fl/20名

･期　ni]/昭利62年3日2 ll(JJ)

～6u(劫

･ JiZ･沸料/:i2,()O()Jり

栄一娃集方法

募集開始は､ lJj7rlから

2月5円の7･定です0

番駄案内･申込一割ま､胤上

会または直接人･';'へ批Ltして

Fさい｡

旭川市西神難4線5与プ6番地

小,J､企菜大学校旭川校

研修課

屯許0166-65-12()0番

4=グ　ー
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水洗トイレ等の使用のしかたか悪いと故障やつまりの原因となりますo

この修繕費は､皆さんの負旭となりますのて､次のことを十分に守って

使用してください｡

つまらせないための心がけ

(彰便器にはトイレットペーパー以外は捨てないように

しましょう｡

雑きん水､洗たく水などを
捨てないでください｡

(彰JJ(洗トイレの他日7線は､タンクのIrしい揺flをしま

しょう｡

大と小をきちんと
使いわけるように｡

③fTl･)'r､ Lff'jrなどの排水日には､人きな物が流れ込ま

ないように､必ず刑か柄/をつけましょうD

二手三壬､
(4)制水7て:はf<いl.1日使11日ノていると､ n然にE砂やiI'物

が枕でんすることかじ､配されますので､定期的にま
すr^Jの.[:∴検をしましょう｡

水洗便所の凍結防止にご注意下さい｡

●便所内に水道の元栓がある方は､台所の元栓と一緒

に閉めることを忘れずにo

+就寝前や日中留守にする方は､ロータンクの水を抜

くことを忘れずに｡

もし､凍ったときは-

●大標設備工業　　℡2-3332

●出　口　設　備　　℡2-2479

19

おl

】もしつまったら-･】

①水もれがするo　タンクの水がとまら7LJ:いo

便讃:子かつまったD ljL水T.,1･かつまった｡ tI､L.父ま

すかつまった7:1どOljの排水淡lJFl.Jの部分でのI牧

師のときは､施】 Lた指'お菜抑二迎紙Lてく

ださいo (低11ll牝はErl Lli1411)

(卦の公Ill汚/j{ますと卜/k道本r･;の部分で-)まっ

たときは､標iflEllH(/I(i江'lLミに迎絡してEIさいo t

(修fIFlは叫で守】ないます.)

臣柳欝備q'LC公共芸水道令

火京標津公は､ Il糾rr54勺に薙止し､ふる

さと概ミ津PJを離れ火瓜吐効の大都会のLl･■川蚊

の小で′E柄しているjJ々のオアシス的な役

割を果しています｡

11J余7.の会Llの･符さんによr)郷l公は

迦営されておりますが､小台iHこなりたいの

ですか連綿Jkはどこでしょうか"とのIlHい

介せが､子'1域にも多('寄せられておりま10

そのようなノi々のための迎絡先､ l!り介せ

先は次のとおりですo

お気怪にどうぞ｡
○標津町での11u介せは

標津町役場(総務課総務係) ℡2 2131
0火京近効のjJ'の問合せは

[.T.lJJJ父之さん(節水介業㈱内一束);.,標津

合さfi子那:J長)



川北温泉露天風呂

冬期間閉鎖

&

川北iLTL泉荘天瓜糾ま､柄･r;I

により過行する･ltかできませ

んので､明勺-5FJ末まで例昏崩

します｡

).tL礎11斜ま､名齢J占礎,'T企､

附1.非礎Zl金および遺族兆礎11

令の　相知lとし､加入IEの　一人

人がE')'JJ/iばkの17食を一支給で

きることになっており､これに

より､ 1:illluサラリーマンや公務

Llとその輿さんにも北艇11命が

支給されることになりましたo

また､ JrJ''l_1I令の給ィ､Jは､今

までムヒ本11食と加糸riイ)斜こより

柑戊され､ )占本年食はさらに心

細部分と紬酬比例.･l引;分に分けら

れていましたo

加給中食細は11-本的には).i;畦イド

食にI捌父されますので､ 7㌧･71三年

金kljは従水の卓抜酬比例部分に州
､J'(する年令を′TTtけもち､老齢･

r3(,'rl.E. ･追放の待井礎年令のiT受給

訳柄を1純たした域介に支拾され

ることになりましたo

◎油田老齢イTA-食･受納打へのお加

∴†二

fl一食の支給日か2J]より次の

ようになります0

2日･ 5日･ tHJ･llJJの11

I糊〔1 rL･JにjL此れるように7Li･ +)ま

抑卜食制度では､定御部分と　　したn

国民年金給付一覧表

｡艶聞　る　　木
′秤I一2 FJ 'HI(lト11 [I(bC)

･主祭ET /3 l川j～jHHu)

.会切　ら　　7

校津田]商工会蝕荊駈,1･域
`l】-像･氷像展･花火入会･味覚

模擬IrL.I.その他愉快な催しが盛

りだくさん′
'r,像の制作川体を易さ災しいですD

職場･ご家族.サークルの仲川

でどしどしご参加卜さい｡

(申L込みは､嫡_1観光u取･舶

1台まで)
lI. llrp

L/＼つ冬まつり合

一　　で◆;

.rL∴ ;.り■｢ ㌔.

†冊.ノJ′I

L--)冬まつり')､jJ委エ1

電話局だより(hk)59)

電話番号の書き抜きを.〟
糾し.し､･人′)TL､)い1,1いf~Il円状/)I ､､

仙fr富まuj整呼をd fJLLこヽ､一l～.市TTiL･二日~,

7いI,れすに黒さrゝ机(あさfJ i,J　~'. a

F川二L｣あIj ( d'､ /)11r｣bjlr,_い1 ,/dくてL
A :　■　~ I .:･:. I

N T T根室標津q報t括局

年金の種類 假8ｸｳRｨｦ弍ｨｭB�支給帥始年齢 僖霎�ｧｨ,ﾒ��

誉老 と齢 儂ﾙ]ｸﾊ�(ｯｨｭB�65歳から ��

妄言基 忠]ｸﾊ��)EｸｯｨｭH,ﾘ�*ﾒ�� �+ﾘ+�+ZI]ｸﾊ��ｹWHﾜ�ｨｭH*｣#YD闌��8,X*�.��ｨﾘx,X.�B�

◎≡ ����?ﾈｯｨｭI(h,兢ｸﾊ��)Eｸ,ﾈｯｨｭH*ｨ*�.�,h*ｸ,ﾒﾈ+ｸ,ﾉZｨ泙�_ｨ+8.ｨ.��

i-鐸芸 兢ｸﾊ��ｹWH*��=��ｲ�,i]ｸﾊ�� ��>ｨｦ�岑ｪﾉvｩ(i�ピsづS��冷�ﾘ��cBﾃピW'���vﾇCﾒﾓ�ﾒ�
料免除期間の合計がJ)Ll人 冢sｨ柵�2卿...i:.基確年金622.800円(朋fi51.900rll) 18歳未満の子があるときは､次の棚カ伽托される. 

Si? ��級の障-a.-者 倡���ﾈ,ﾈ,h*ｳ�ッ繖����ﾈ駑5&ﾃR經ch冷����)�ﾈ,ﾈ,h*ｳ3s2緜��冷以餉�3���38冷��
ること ���･��(.�ｭﾈ-竰�子3人のとき373.600円に62,300円(月舗5,191円) を加え1=統 

死iI 亡族 �� ���,ﾉD饂豚.cc#"繝��冷以鞜#S�纉��竰�Cﾘ+�+X��*ｨ*�.�,hﾍﾘ,ﾘ鵁,ﾉtﾉGｧｸ.ﾙXI7��

主よ基 �� �7h8ﾒ钁H.ｨ.������ﾈ,ﾈ,h*ｳ�ッ繝�ｗ&ﾆﾂ以齏s�R經ch冷��

確 ･_辛 金 ��倡�)�ﾈ,ﾈ,h*ｳ3s2緜��ﾒ以禝V�3���38冷����9�ﾈ,ﾈ,h*ｳ3s2緝,ﾃ�苓,田#3��冷以飫cS���ﾘB�

ること � 
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国民年金に必ず加入する人〝
(強制加入被保険者)

川比11針二加入する人の範囲

か比人され､従米から加入して

いる什Pl.･実名等(;jtJ 1 l･;被保険

潔)以外にWrしく､ 73ノ′l-年金保

険の加l人満及びJI､済組付の組令

Ll (買〉2L,]被保険者)とその姓

(節3 'Jl一被保険潔)巧は強制加

入被T米険箭となりますo　これに

よりJソノー_年金保険や共済組介の

加入抑まJL/ '=lこ年令保険やIJJ､済年

金とLFJlit年金の向制度にTLi州一に

加入することになりましたo

これまで強制加入の範岡外と

されていた次の人は､改】1によ

り耶1 L,;･の強制加入となりますD

(丑rたl公議､地ノj議会減Llとそ

の配偶満(丑Jl,I-'J_iE食保険､八音符

魁1分なとから阿′LIJ年余を一受給し

ている人とその配偶名③Jソ/i=1r

金保険､共脚組合fJ.どから追放
I,I-一食を,受給している人｡

くiT･73､加入披保除瀦〉

日本L玉】lJ,)に住所のある(,()故山

E-.の人は65歳に逮するまでの問

作意加入か認められることにな

っていますo(ただし､現在､老

齢fft食､適芳名齢くト食を65歳H;)

に,受けている人は除きますo)

>除･_T.･作業をする叫に鵜も支障

に71るのは路卜の阻･f･ですo退

路1にLirを放i;''tLないで卜さし､o

>冬の大気はJF ･辞,'に変わr)やす

いものですD　良師離を走守了する

ときは､必ずJ/L象状J兄と退路状

況を確かめて下さい｡

-二迫鰍桁紬は~-

北海i馴乃辛糾し幌センター

011-2終1-6511番

北軸jn･hl川i旭川センタ-

0166-23-7700番

釧mlllJ,紬センター釧路苧竿牧羊引入】

(平El) 0154-25-0131番

(夜間) 0154--23-2151芥
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> Elか.qEtって雪か融けていたと

ころが､わずかのflL"にアイスバ

ーンになることがありますo　ま

た風がでたなと皿ったら｢ふき

たまり｣ができて退路が上半分に

なってしまうこともよくありま

す.このようなことから允分il

志して'左'全迎紙をして卜さい｡

ト冬迫のトラブルにlJhlJえて必安

な迅Ilは梢んでおくよう心掛け

ましょう｡

(1)タイヤチェ-ン(2)スコノブ

(3)ブースターコート(4)けん引

ロープ(5服･I･J.馴J (6)rSjJ寒服

(7)長靴(8)その他

サラリーマンの糸RIJのf'rru税は

1uJJの給料やボーナスの支給の際

にIP,qUii徴収され､ 1211の｢イl心洞

や声｣によって1咋聞の所子lH粗が粁1

笥されます｡

しかし､サラリーマンでも､拾

I)の収入令鰍か1,500)jrljを,tZiえ

る場介や､糸;号'J以外の所子■J'令紬が

2OJJll]を超える場ITなとは､仰定

tllP.をしなけれはなりません｡

また､柏定小;I.をする必r衣の7LcL

いサラリーマンでも､ BTrllHW,'jTや

lfJ<娠IirlJ乍臥1i'tJTが'き(特別)柑

除などの過川を一受ける糊付には､

確'iE巾'r'Tをすると仰山徴収された

i.rr子■主税が還lJされますo

還付を･受けるための印定trlヂhE

は､ 1 H I Hからす,ll,ll･.することか､ヽ-/

できますo　おEl'日に根や税拷IPlか

役場秋用n恥怒りでT:紙さをして卜

さい｡

※なお､ 11人朋幣の終棚.lmfl ･イ111'

却賛紛いでHLL　及び′1のylt数朋(

I輪出家のノ)のみ)の瓜1LLhjtJ目礼いま1

月31日仕)までとち-'ておりますの

で､お忘れの7:{いよう11二しくお噺

いいたしますo

(望琵悪賢禁. 1.7)



木･林･轟のはJbL,
標津営林署

■1'l,1ミilrJ.((州いよホタテ　4()()山をiJ公

ht,利払鵜会とr")ノ＼

>述雌稔さんは粉セソケンをLuJへ

>申11:HIHコ-タリークラフLihT.qt)J

琉令として糾合Jt･,r.祁l瓜.花台へ

>叩■/X拙津女川Tは†.T.irljJ琉食とLて

ヰl公h',仙胤.Ti=公へ

>Jj■Jl也シtlfFさんは行J,(kL,k Lをやめ

てヰI公Tl.細目瓜.粍公/＼

お誕生おめでとう

l 1,. r;1-i:[,霊㍊ E】,鳥,T :さ芝
山･rJヰ･りりしf'や/i, ,FHTHl ･ 'A lさん

巨umFIちヤんj川川■ i,-ん

肘■　rf,1,ん;)., P日　出,逢さん

i    l

小…入ざ--叫性ノ蕪

追雌かノ川f,1J/L　■llfJFJ l /Lf rt■Jさん

iTr久13tFけ,AIJん[);イ叫　I rFJさん

おくやみ申し上げます

JI,tl圭'u lE l1万l J

HJrlflll∴州;さ/L Il mJ I

=川I llかJ,lごHIp,ll士でC})I?Ii l■,,Ill)

億
人口のうごき
じ11日〔f=｣ 1日けLh'1-

し　､Fll八日･lF m

tlJfJl瓢　2,2361ヒ川11(+2)

人　目　/,257人(-8)

男　　3,607人(-6)

豆　　3,650人(-2)

｢知床択伐｣その2

伐るべきか､伐らさるへさか/

私見であることはIin.･rにも述/＼たn

今次の伐採.･hElrIに一,いて､数次にわたる.ド榊､l川,)の.,=叫変ul

紘足立もr3Jl淋fLIj,う｡

しかしながら今,,h'1.1は施X:対敏地llrkの化掛二おいて､人経木

の)ll:^択化とは..え､ Jム鵜は=二仇,LrrLした収入刈策のi,C,)と.･Ll､わ

れ､仙ノj森仙勺解の1米乍･允′J三を則すへきul桝のナ㌢穴か柚めて

ll■fJ,;lt的なものと7ト,ていることを寸別均せさるを子lJない.,

J lr.化齢木や被′.I.本を取り快さ)瓜′.･‥ iL,!.E∴ I"独ソ,に対L机

i,-L)Jの併し､外分を目指すtl ∫)はノム悠松H史接に仙=-ること7L^く

柵分の一ji掛二UlJして伐採とul桝を縦介させたきめ鮒か/,1施滋を

子｣tLlう-きてある.､さ(,には,I"r雌伏..哩の槻∴■∴かL')仙〆､地域の

指止のiLILJr Lも､▲'J然トよい1,7Liければならぬとも考えられるo上.左筏

になるが巾'Rj7LJLことは今回の伐.帆.1州土地'LC/)林,,7滋やそこで

働く人'BのJ†tlFIJの場の1.'((棚とも'･.Y.A,1かつL'策別な快川っりかあると

･うりトも'Jt')ーであるU　さらにrllイ/林野･]･.Xc,)触､rI採馴れ1lHJ

性収支｣川桃川Ejc/)もとでの介米越･,;:i.･ ･組側文箱では収入をJtYlや

すためのみの伐才末か優先するi〕それか多いo 'J(即l;I.llrlI遊機概､

l一砂流NUJ LE-､ IU'凪･ tUJ指1(;々の公111抑J機能を亨己揮､糾､ける

ための'uJHのIpJの　触公..rからの練り入れか欠かせか､,J)では

ないかo　そうでなければIj') ､ lJ'l c/)r日代は･日日越か.tl.､起される

ことは必1,Aでは,i/かろうかo
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